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２０２０年度　部長の「仕事目標」年度末の評価結果
　２０２０年度 部長の「仕事目標」の主な取り組みについて、年度末の評価結果をご紹介します。町田市ホームページにすべての取り組みの成果及び評価結果を公
開しています。� 問経営改革室☎☎７２４・２５０３
政策経営部長

　小池　晃
経営改革室長

　水越　祐介
広報担当部長

　若林　眞一
総務部長

高橋　晃
取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価

次期基本構想・基本計画原案の作成 Ａ 行政経営改革プランの推進 Ｂ 市民と共に地域を盛り上げる「まちだ
○
まる

ごと大作戦」の推進 Ｂ 任用制度の見直し Ｂ

シナリオプランニング（※）の研究及び
複数の未来シナリオの作成
※将来、起こる可能性のある複数の未
来（シナリオ）を想定し対応策を検討す
る手法

Ｂ 市役所業務の生産性の向上 Ａ 広報活動（広報紙、ホームページ等）の
質の向上 Ｃ 人材育成の推進 Ｃ

町田駅周辺の公共施設等の複合化 Ａ 庁内全体に関わる行政課題等に関する
情報の収集、整理 Ｃ 市内外の町田市に対する認知度及び好

感度の向上 Ｂ 職員定数の削減 Ｂ

情報システム担当部長
　中田　直樹

財務部長
　堀場　淳

営繕担当部長
徳重　和弘

税務担当部長
鈴木　秀行

取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価

情報セキュリティ監査の実施 Ｃ 健全で持続可能な財政の確立 Ａ 財政状況と再編計画等を踏まえた公共
施設の維持保全 Ｃ 市税収納率の維持 Ｂ

ＩＣＴを活用した業務の自動化 Ｂ 公会計情報によるマネジメント機能の
強化 Ｂ 施設管理者との連携強化 Ｃ 市の債権一元化による適正な管理 Ｂ

災害時における事業継続性の確保 Ｃ 公用車運転業務の見直し Ａ 受注者・受託者向け提出書類マニュア
ルの強化 Ｃ 電子化推進による市民の利便性向上 Ｂ

防災安全部長
篠﨑　陽彦

市民部長
樋口　真央

市民協働推進担当部長
大貫　一夫

文化スポーツ振興部長
黒田　豊

取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価

風水害時における避難体制の充実 Ｂ 行政窓口及びコミュニティセンターの
あり方の見直し Ｂ 地区協議会を中心とした地域や庁内の

ネットワークの強化 Ｃ 東京２０２０オリンピック・パラリンピ
ックに向けた気運醸成 Ｃ

自主防災リーダーの育成 Ｃ マイナンバーカード交付率の向上 Ｂ 町田市地域活動サポートオフィスによ
る地域活動の活性化 Ａ オリンピック・パラリンピック文化プ

ログラムの推進 Ｃ

協働パトロールの実施・参加 Ｂ 効率的な窓口業務の推進 Ｂ 町内会・自治会のイベント情報の発信
強化 Ｂ 文化芸術の拠点整備 Ｂ

地域福祉部長
神田　貴史

いきいき生活部長
岡林　得生

保健所長
河合　江美

子ども生活部長
石坂　泰弘

取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価

市民後見人育成の推進 Ｂ 介護の多様な担い手の確保 Ｂ 新型コロナウイルス感染症対策の実施
及び市民や関係者への情報提供 Ｂ 子どもの活動拠点及び身近な居場所の

整備 Ｂ

障がい者の相談支援体制の充実 Ｃ 次期介護保険事業計画・高齢者福祉計
画の一体的策定 Ｃ がん予防対策の推進    Ｂ 待機児童を解消するための施設整備 Ｄ

生活保護費の不正受給防止対策 Ｄ
フレイル（※）予防の推進
※年齢とともに心身の活力を含む生活
機能が低下し、将来要介護状態となる
危険性が高い状態

Ｂ 自殺対策の推進   Ｂ 子ども発達センター認可通園部門の民
間活力導入 Ｄ

経済観光部長
井上　誠

北部・農政担当部長
守田　龍夫

環境資源部長
荻原　康義

循環型施設建設担当部長
田中　耕一

取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価

事業継続の支援 Ｃ 市内農産物の販路拡大 Ｂ 廃棄物処理事業継続計画の策定 Ｃ 町田リサイクル文化センターにおける
熱回収施設等の整備 Ｃ

町田薬師池公園四季彩の杜ブランドマ
ネジメントの推進 Ａ 北部丘陵を中心とした里山環境の活性

化 Ｃ 次期一般廃棄物資源化基本計画の策定 Ｃ 相原地区における資源ごみ処理施設の
整備 Ｃ

中心市街地活性化の推進 Ｂ 市民が農とふれあえる環境づくり　 Ｃ ごみの減量と資源化の推進 Ｄ 上小山田地区における資源ごみ処理施
設の整備 Ｄ

道路部長
神蔵　重徳

都市づくり部長
萩野　功一

多摩都市モノレール推進担当部長
萩野　功一

都市整備担当部長
平本　一徳

取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価

駅周辺施設の整備 Ｂ （仮称）都市づくりのマスタープラン策
定 Ｂ モノレール延伸を見据えたバス路線網

再編 Ｃ 鶴川駅周辺街づくりの推進 Ｂ

都市計画道路の整備 Ｃ 団地再生に向けた取り組み Ｃ 交通ターミナル機能再構築を含む町田
駅周辺まちづくり Ｃ 野津田公園スポーツの森の魅力向上 Ｃ

玉川学園前駅デッキの整備 Ｃ 地形地物の変更等に伴う都市計画の見
直し検討 Ｃ 暮らしやすいまちを実現するための沿

線まちづくり Ｃ 芹ヶ谷公園芸術の杜の魅力向上 Ｄ

下水道部長
野田　好章

会計管理者
小田島　一生

議会事務局長
　古谷　健司

選挙管理委員会事務局長
水嶋　康信

取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価
安心して住める住環境の整備(雨水幹
線等） Ｃ 財務会計事務の見直し（業務の効率化） Ｃ 情報発信の拡大 Ａ 公平・公正な選挙執行体制の確立 Ｃ

総合地震対策整備事業の実施 Ｃ 財務諸表の更なる活用方策の開拓 Ｄ 常任委員会マニュアルの効果の検証 Ｃ 情報発信力の向上 Ｂ

下水処理水の水質向上 Ｃ 適正な物品管理の推進 Ｃ ソーシャルディスタンスを考慮した本
会議及び委員会運営の検討 Ｃ 東京都知事選挙における事務局職員の

負担の軽減 Ｂ

監査事務局長
岡田　成敏

農業委員会事務局長
守田　龍夫

学校教育部長
北澤　英明

生涯学習部長
中村　哲也

取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価 取り組み 評価

リスク評価項目の設定 Ｃ 市街化調整区域における農地利用の最
適化 Ｃ 適正規模・適正配置等（良好な教育環境

の整備）の推進 Ｃ 生涯学習センターのあり方の見直し Ｃ

次期定期監査計画の策定 Ｃ 市街化区域における農地利用の最適化 Ｃ 安全・快適な教育環境の整備 Ｃ 「図書館サービスの見直し」のアクショ
ンプランの推進 Ｂ

職員の能力の向上 Ｃ 地域に密着した農業活動の支援 Ｃ 確かな学力と生涯を通じて健やかに過
ごせる体の育成 Ｄ 「文学の扉」事業の推進 Ｂ

市民病院事務部長
服部　修久

取り組み 評価
機能分化と医療連携の推進 Ｃ
医業収益の増収 Ａ
病床の安定稼働 Ｃ

評価基準
Ａ：当初の目標を大幅に上回る成果が上がった
Ｂ：当初の目標を上回る成果が上がった
Ｃ：目標水準を達成した
Ｄ：取り組んだが、成果が不十分である
Ｅ：取り組みが滞っている

　部長は、年度当初に年度目標を設定し、中
間期に進捗状況を確認します。また、年度末
には成果の確認と評価を行います。
　各段階において、市長がその内容を確認し
ます。

部長の「仕事目標」の流れ部長の「仕事目標」の流れ 年度当初 中間期 年度末

目標設定 進捗状況
確認

成果確認
及び評価

市長確認


